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この時間は

本研究センターは 2021-2024中期計画を策定し，今年度はその 1
年目となりました．本講演では研究センターの概要の紹介ならび
に今年度の事業を総括します．

2



ゴール

次のいずれかもしくは全て：

• 研究センターが学内インフラを所掌しているわけではない
• 共同研究のテーマを相談したい
• 次期ラボラトリの検討に参画したい
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アウトライン

センターの概要

事業内容

計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備

ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進

大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
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アウトライン

センターの概要

事業内容
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https://www.hosei.ac.jp/media/about/
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https://www.hosei.ac.jp/media/about/


アウトライン

センターの概要

事業内容
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https://www.hosei.ac.jp/media/research/
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2021-2024中期計画

前身となる計算センターからの伝統と，時代の要請に応じ本学に
貢献してきた実績を踏まえ，計算科学に加えデータサイエンスの
基盤を整備し，ICTを活用した新たな教育モデルの構築を目指す．

• 計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備
• ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進
• 大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
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2021-2024中期計画の実行計画

• 計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備
• 研究基盤としてのハードウェアとソフトウェアの戦略的整備
• 研究基盤の利活用のためのヒューマンウェアの整備
• 研究成果のオープン化

• ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進
• 学びのモデル化に関する基礎的研究
• ICTを様々な分野に活用した教育実践

• 大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
• 連携プロジェクトの実施
• 学会等研究コミュニティへの貢献
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アウトライン

事業内容

計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備

ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進

大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
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研究基盤としてのハードウェアとソフトウェアの戦略的整
備
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研究基盤としてのハードウェアとソフトウェアの戦略的整
備

lab2022では：リソース拡充

• AMD EYPC 7452
• lab2016比で 2倍以上の PassMarkスコア
• vCPU数：240→ 256
• メモリ容量：480GB→ 1536GB

• GPU NVIDIA Tesla T4の提供開始
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研究基盤としてのハードウェアとソフトウェアの戦略的整
備

lab2022では：全学ネットワークに移行

• 独自セグメントから移行し運用の継続性を向上
• IPアドレス変更，ホスト名踏襲

• 注：ライセンスサーバの IPアドレスが変更

• ラボラトリへのネットワークアクセス申請はセンターが行う
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研究基盤としてのハードウェアとソフトウェアの戦略的整
備

lab2022では：ファイル共有強化

• https://fs.media.hosei.ac.jp/
• ホームディレクトリのNFS化

• 1ユーザあたり 10G
• 一時ファイルはローカルディスク利用

• Windowsワークステーションは移動プロファイル採用
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研究基盤としてのハードウェアとソフトウェアの戦略的整
備

lab2022では：ソフトウェアの提供を 5年間継続

• ソフトウェアの新規追加はしない*。
• 最新バージョンへのマイナーアップグレードを行う
• 毎年度のソフトウェア導入希望調査は廃止

*2021年 5月 20日第 3回 lab2022仕様検討委員会承認
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研究基盤の利活用のためのヒューマンウェアの整備
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研究成果のオープン化
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研究成果のオープン化
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アウトライン

事業内容

計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備

ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進

大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
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学びのモデル化に関する基礎的研究
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学びのモデル化に関する基礎的研究
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ICTを様々な分野に活用した教育実践
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アウトライン

事業内容

計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備

ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進

大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
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連携プロジェクトの実施

GPGPUプロジェクト：学内の需要をヒアリング� �
• 新任の教員はGPUを置く場所がなく困っている
• 場所をあちこち移転せざるを得ない
• GPUはすぐに陳腐化する� �

lab2022はGPGPU導入のテストケースとする
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学会等研究コミュニティへの貢献

21



学会等研究コミュニティへの貢献

法政科学技術フォーラムへの参画
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https://www.hosei.ac.jp/scitech/


学会等研究コミュニティへの貢献
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2021年度専任所員3名の業績

書籍 1
論文 5
国際会議論文 5
国内研究会論文 3
基調講演,招待講演 5
研究会・セッション主催 5
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アウトライン

センターの概要

事業内容

計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備

ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進

大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進
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ゴール

次のいずれかもしくは全て：

• 研究センターが学内インフラを所掌しているわけではない
• 共同研究のテーマを相談したい
• 次期ラボラトリの検討に参画したい

24


	センターの概要
	事業内容
	計算科学とデータサイエンスの研究基盤の整備
	ICTを活用した新たな教育モデルの研究の推進
	大学院・コミュニティ・企業との共同研究の推進




